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研究成果の概要： 

 アジアでの昆虫類の種情報センターAIIC (Asian Insect Information Center)の基礎を確立
させることを目的として、全国の大学・国立研究機関・地方自然史系博物館等に所蔵されてい
る、アジア産昆虫類タイプ標本のデータベース化を行い、また、これまで個々の研究者が蓄積
してきたアジア産昆虫類に関する種情報を集積、体系化して、URL（AIIC ：http://aiic.jp）
を立ち上げた。アジアにおける昆虫種情報の体系化とネットワーク化を推進し、インフラの充
実をはかった。また、個々の研究者が専門とする昆虫群の分類学的研究を実施し、約５0 編の
論文を出版した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
１８年度 13,400,000 4,020,000 17,420,000 

１９年度 10,300,000 3,090,000 13,390,000 

２０年度 5,800,000 1,740,000 7,540,000 

年度  

  年度  

総 計 29,500,000 8,850,000 38,350,000 
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１．研究開始当初の背景 

 アジアを中心に人口の爆発的増加により、

今日では地球規模で食糧増産が求められて

いる。農産物の安定的供給にあたっては、病

害虫の制御方法の確立や有用昆虫類の利用

の拡大が望まれている。このような状況にあ

って、研究の基礎となる昆虫類の種情報の体

系化とネットワーク化は著しく遅れ、3000 万

とも 5000 万とも推定される熱帯地域の昆虫

類の膨大な種数とあいまって、応用研究の進

展を阻んでいる。現在知られている約 100 万

種の昆虫はそのわずか数％にすぎず、今後熱

帯地域を中心に膨大な種の昆虫が発見され

る可能性を残している。日本の昆虫について

は、研究代表者らが構築した日本産昆虫目録

データベース（1990）で 28,937 種の記録が
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あり、その後の増加により現在は約３万種が

発見されている。しかし、その解明度は 30％

程度にしかすぎないとされる。このように膨

大な種数を含む昆虫類については、その正確

な同定とともに種情報の集積と体系化、利用

のためのネットワーク化が必要不可欠であ

ると考えられる。近年種多様性の問題と相ま

って生態学的見地からの昆虫類の研究は盛

んであるが、その基礎となる種の同定には多

大の時間と種情報の集積が必要と言わざる

をえない。また、アジア各国では、害虫類の

種情報の集積と正確な同定技術の確立は、農

業振興上きわめて重要と考えられる 

２．研究の目的 

 １）本研究では、すでに膨大に蓄積されつ

つある日本を含む東アジア、太平洋地域産の

昆虫種情報の体系化とネットワーク化を推

進し、アジアでの昆虫類の種情報センターＡ

ＩＩＣ (Asian Insect Information Center)

の基礎を確立させることを目的としている。

具体的には、国内には、日本だけでなく、海

外調査によってもたらされたアジア・太平洋

地域産の膨大な昆虫標本があり、それらに基

づいて記載された新種等のタイプ標本類が

多数所蔵されている。まず第一に、国際的に

もその構築が切実に求められている、全国の

大学・国立研究機関・地方自然史系博物館等

に所蔵されている、アジア産昆虫類タイプ標

本のデータベース化を行う。これにより、ア

ジアで最も重要な昆虫情報資源の体系化を

行うことができる。 

 ２）さらに、研究代表者や各分担者はその

多くが昆虫分類学の専門家であるため、専門

とする害虫類、有用昆虫類等に関して膨大な

情報を蓄積しており、その一部（種リスト、

画像、種情報）はインターネット上に有用情

報として、公開または公開準備中のものが多

数ある。本研究では、このような、これまで

個々の研究者が蓄積してきたアジア産昆虫

類に関する種情報を集積、体系化してネット

ワークを介して国外を含む一般研究者に広

く公開し、アジアにおける昆虫種情報インフ

ラの充実をはかることがねらいである。 

 ３）上記のようにすでに構築されている種

情報資源は書式がまちまちであり、統一的な

検索手法では検索に不具合が生じることに

なる。また、種情報資源を一箇所に集約させ

る集中型の検索システムでは、検索の負荷や、

サーバあるいはネットワーク障害時にサー

ビスが提供できないという問題もある。さら

に、種情報資源の保有者の権利問題も考慮す

る必要がある。そこで、本研究では現在九州

大学で稼動している情報検索システムSIGMA

とは別に、すでに各研究機関で蓄積された多

様な書式のデータを検索するための柔軟性

のある検索システムを新たに開発して、対応

する。 

 

３．研究の方法 

１）アジア産タイプ（基準）標本データベー

スの構築 

 本研究では九大、北大、国立科学博物館、

農業環境技術研究所、愛媛大、大阪府大、

東京農業大、大阪市立自然史博物館等日本

の大半の昆虫類タイプ標本所蔵機関が参加

し、各研究機関が構築を行う。 

 主としてタイプ標本を扱い、実体顕微鏡、

生物顕微鏡、走査電子顕微鏡等からの画像

をとりこみ、書式に従って文字情報ととも

にファイル化し、画像処理した上で文字情

報とリンクさせる。 

２）アジア産農林害虫、有用昆虫類のデータ

ベース化と分類学的研究 

 研究代表者・各分担者は、タイプ標本以外

にも、アジア産昆虫類の種情報データベース

を構築し、一部公開済みのものもある。代表

者・各分担者はそれぞれの専門とする分類群

のデータベースの構築を開始し、将来分散さ

れたサーバ上から同時に公開することにより、

より広範で強力なアジア産昆虫種情報の発信

基地をめざす。代表者、各分担者は専門の分

類学的研究を行い、その成果をデータベース

化する。 

３）柔軟性のある検索システムの開発に関す

る研究 

 代表者および分担者の所属研究機関では

すでに一部データベースを構築し、公開して

いる（九大、国立科学博物館、農業環境技術

研究所等）。データの書式は統一性をもたせ

たほうが望ましいが、データの変換ができな

いことを考慮に入れ、多様なデータを検索で

きる手法、すなわちデータの形式の違いを吸

収した検索を行う手法の開発を行う。従来昆

虫学データベースで稼動していたSIGMAシス

テム（九大）とは別の汎用性のあるソフトウ



 

 

エアの開発を行う。 

 
４．研究成果 

１. アジア産タイプ（基準）標本データベー

スの構築 

 下記の研究機関のタイプ標本のデータベ

ース化を行った。 

 九州大学（昆虫学教室所蔵の全タイプ標本

のデータベース化が完成）；北海道大学（コ

ウチュウ目タイプ標本、アブラムシタイプ標

本および松村松年コレクションの中のヨコ

バイ科）；愛媛大学（コウチュウ目タイプ標

本，および故佐藤正隆博士のタイプ標本、石

原コレクションの中のヨコバイ科）；東京農

業大学（ハネカクシ科，サシガメ科とアザミ

ウマ目、海外の博物館に所蔵されるアジア産

ゾウムシ上科のタイプ標本）；大阪府立大学

（所蔵の昆虫タイプ標本約100点）;大阪市立

自然史博物館（所蔵の昆虫類タイプ標本） 

２．アジア産農林害虫、有用昆虫類の種情報

データベース化と分類学的研究 

 下記の研究機関の所蔵標本のデータベー

ス化を行った。 

 九州（所蔵ハナバチ類標本、中央アジア産

ハナバチ類標本、福田ハナバチコレクション、

多田内海外ハナバチコレクション、佐々治コ

ウチュウコレクション、ゾウムシ類標本）；

愛媛大学（コウチュウ目標本）；、山口大学

（森津孫四郎アブラムシコレクション）；国

立科学博物館（アジア産アリヅカムシ類）；

農業環境技術研究所（ヤガ科キンウワバ亜

科） 

 代表者、各分担者はそれぞれの専門分野の

分類学的研究を学会誌に発表した（５0編）。 

３．柔軟性のある検索システムの開発に 

キーワードのみによる検索システムを開

発し、URL（AIIC ：http://aiic.jp）（図

１、２）を立ち上げた。順次上記のデー

タベースファイルを公開していく。 

      図 １. 

      図２. 
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